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第8回仙台国際音楽コンクール 【開催日程】ヴァイオリン部門 2022.5.21（土）～6.5（日） ピアノ部門 2022.6.11（土）～2022.6．26（日）

第8回仙台国際音楽コンクール・ピアノ部門レポート
予選 第２日 2022年６月１２日（日）

庄司 美知子（ピアニスト・仙台国際音楽コンクール企画推進委員）

コンクール2日目の今日は12人の演奏を聴きました。
世界中が2年間コロナのために自粛生活を余儀なくされました。多くの人が家に籠り厳しい時間を過ごして

きたことと思います。音楽家を目指すこの若者たちはこの時間をどんな気持ちで過ごしていたのでしょう。ひ
たすら練習に励んでいたのでしょうか。
音楽家にとってはステージが人を、そして音楽を大きくし育ててくれる場である、とよく言われます。

彼らはつぶやいていました。「この2年間、コンクールのほとんどがオンラインコンクールであったり予選を
通過しながらも、ファイナルは来年まで延期されてしまった！」「人の前で演奏し、ホールで自分の音を確か
めながら演奏できたのが嬉しくて嬉しくて眠れなかった」と話してくれました。この2日間の演奏を聴いて、
どれだけこの若者たちはこの日を待っていたのかがひしひしと伝わってくる素晴らしいステージで訴えかけて
くる音楽に、目頭が熱くなる思いでした。心の内の情熱を惜しみなくステージに広げた演奏、彼らが眠れなく
なるのは当然でしょう。会場から贈られる拍手がまた彼らを一回りも二回りも大きくしてくれたのは間違いあ
りません。テクニック面ではほぼ皆さん何の心配もなく、第8回を重ねるこのコンクールの参加者のレヴェル
アップにも驚きます。そしてコンクールのステージということを忘れたかのように自分の世界に浸り、多くの
聴衆の気持ちをステージに引っ張り込んでいたのは皆さんお見事でした。コンクールですのでもちろん順位が
つきます。人の好みもまちまちでしょう。しかし間違いなく彼ら一人ひとりはこの舞台を経て、またひとつ成
長されたように思います。ヴァイオリン部門でも日々音楽的に変わっていくコンテスタントの演奏を聴くこと
ができました。想いあまって音楽が溢れすぎる場面もありましたが、私は一教育者の立場から言わせていただ
くのが許されるのであるならば、溢れ出る音楽を受け止め、手助けする事はできると思っています。テクニッ
クは完璧！でも動かない心から何かを引き出すことは厳しいものだからです。
この拘束された日々は人と人の心の交流をも止めてしまうのではないかと心を痛めました。ともすると、人

と接するのが怖くなり心がどんどん後ろ向きになることもありました。5月からのこのコンクールをほぼ毎日
のように聴かせて頂き、若い人の音楽へのひたむきな気持ちと頑張りを間近に接することができ、私自身も心
がほぐれてくるのを感じます。コンテスタントにとっては良い結果が付いてくることが1番ではあるでしょう
が、今回のこのステージに立った時の感動を忘れることなく、これからの音楽人生に活かしていって欲しいも
のです。これからが音楽家としての真の闘いの始まりとなると思っています。
良き聴衆は良きアーティストを育てます。私たちは良き育ての親となれるよう若き音楽家を応援していきた

いものです。コロナ禍に加えて、この仙台は3月には大きな地震にもみまわれ、このコンクールが開催される
事はほぼ絶望的なものでした。そんな厳しい状況の中で、開催に向けて沢山の方のご努力と決断がありました。
心から感謝を申し上げます。そして惜しみない応援をしてくださいます聴衆の皆様の拍手が、若き音楽家を育
ててくださっていることをもう一度繰り返して語らせていただきます。
前回の最高位入賞者であるヴァイオリンのシャノン・リーさん、ピアノのチェ・ヒョンロクさんの受賞記念

コンサートもずっと延期を余儀なくされ3年が経ちましたが、やっと9月にお二人を仙台のこのステージにお迎
えすることができるようです。このコンサートも、私たちは、おおきな拍手でお迎えしたいものです。

（第３日目に続く）

♪コンクールの演奏をYouTubeでお楽しみいただけます。
第8回仙台国際音楽コンクールでは、両部門の予選から表彰式、ガラコンサー
トまでのライヴ配信を４K60pで行っています。また演奏日の翌日から9月30
日（金）まで期間限定でオンデマンド配信も行いますので、ぜひご視聴ください。
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